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◼最近のコンテナ輸送動向



平成30年度は相次いで災害が発生し、輸送量が落ち込む
山陽線運転再開後、輸送量は前年並みまで回復

◼ 最近のコンテナ輸送動向

6月18日
大阪北部地震

7月4日～6日
平成30年7月豪雨

10月13日
山陽線運転再開

9月4日 台風21号
9月6日 北海道胆振東部地震



◼業務創造推進プロジェクトの取り組み



◼ 業務創造推進プロジェクトの目標

既存の業務量
70％

既存の業務量
100％

①新規事業

②技術革新 ③各系統の新
規・強化業務

④ゆとりある
会社作り

単位：時間

単位：時間

業務創造推進プロジェクトの推進
（業務プロセスの見直し・標準化、
一元管理（集約）、情報化等）

平成28年10月27日発足
内部・外部環境が劇的に変
化しているいま、その変化
の機運を的確に掴み、また
新たなＩＴの活用も積極的
に行い、今後の会社の持続
的な発展を目指す



◼ 業務創造推進プロジェクトの体制

業務創造推進委員会

業務創造推進
プロジェクトチーム（PT）

業務創造推進ワーキンググループ（WG）

営業WG 駅WG 輸送WG 指令WG

運用WG 指導WG 車両WG 保全WG

不動産WG 用地WG 連結経営WG 総務WG

ダイバーシティWG 広報WG 財務会計WG

平成30年6月21日 プロジェクトの事務局を担う「業務創造推進室」設置
１５のワーキンググループ（ＷＧ）、プロジェクトチーム（ＰＴ）、業務
推進委員会で構成

①

②

③



◼財務会計ＷＧの取り組み



◼ 財務会計ＷＧの取り組み～業務削減のビジョン～

現在 〈短期的 → 中期的 → 将来的〉 将来

財務部業務

現場経理業務

各部経理業務

事務統括G
（経理業務）

グループ会社経理 グループ会社経理

事務統括Ｇ
（経理センター）

財務部業務

シェアード
サービスの導入

（適した体制へ）

財務部業務

戦略的業務
戦略的業務
（シフト３０％）

従
来
業
務

～ 従来業務３０％削減 ～



◼ 財務会計ＷＧの取り組み～経理センター～

経理センターの設置（平成30年4月1日）
・10月25日に事務所を移転し、当社初のフリーアドレスを採用
・コミュニケーションの活性化と業務量の繁閑に柔軟に対応（応援要員受け入れ）

平成30年11月15日号「交通新聞」2面に
て取り上げていただきました



◼ 車両ＷＧの取り組み



◼ 車両ＷＧの取り組み～システム開発のビジョン～

貨車管理システム機関車管理システム

ハードウェアの進化

検査周期管理

検査計画

故障記録

改修・点検管理

走行距離管理

機関車仕業管理

既存システム

新規システム



◼ 車両ＷＧの取り組み～システム開発のビジョン～

貨車管理システム機関車管理システム

ハードウェアの進化

デ
ー
タ
記
録

省
力
化
、
細
分
化

検査周期管理

検査計画

故障記録

改修・点検管理

故障記録

改修・点検管理

特別修繕管理

部品管理

走行距離管理 走行距離管理

検査記録のシステム化

省力化

車両カルテ

滞留車一覧

機関車仕業管理 貨車仕業管理

既存システム

新規システム



◼ 車両ＷＧの取り組み～システム開発のビジョン～

貨車管理システム機関車管理システム

ソフトウェアの進化

ハードウェアの進化

対処

デ
ー
タ
記
録

省
力
化
、
細
分
化

検査周期管理

検査計画

故障記録

改修・点検管理

故障記録

改修・点検管理

特別修繕管理

部品管理

走行距離管理 走行距離管理

検査記録のシステム化

エラー
監視

見える化

big
data

省力化

車両カルテ

滞留車一覧

機関車仕業管理 貨車仕業管理

見える化 分析

品質・性能分析

既存システム

新規システム



◼ 車両ＷＧの取り組み～車両管理システム～
車両管理システムの導入
・検査記録のペーパーレス化と故障や車両搭載品の一元管理をより強化した
・全国の検修現業機関約40箇所リアルタイムな情報共有が可能となった

・検査データ入力画面（例）

・検査待ち滞留状況確認画面
・カメラを活用した写真取り込み機能



◼ 業務創造推進プロジェクトチーム（ＰＴ）
の取り組み



◼ 業務創造推進プロジェクトの体制

業務創造推進委員会

業務創造推進
プロジェクトチーム（PT）

業務創造推進ワーキンググループ（WG）

営業WG 駅WG 輸送WG 指令WG

運用WG 指導WG 車両WG 保全WG

不動産WG 用地WG 連結経営WG 総務WG

ダイバーシティWG 広報WG 財務会計WG

平成30年6月21日 プロジェクトの事務局を担う「業務創造推進室」設置
１５のワーキンググループ（ＷＧ）、プロジェクトチーム（ＰＴ）、業務
推進委員会で構成

①

②

③



◼ 次世代ＩＴインフラシステム導入の目的

働き方
改革

コスト
削減

業務効率
向上

事業継続
人材確保
育成

・社員の意識改革
・企業風土の変革
・ワークライフバランスの実現

・業務の標準化
・情報共有の迅速化
・意思決定の迅速化

・様々なライフイベントに
遭遇する社員の
離職抑制、キャリア継続

・優秀な人材の確保

○これからの課題

・新型インフルエンザ、
自然災害時の業務継続

・ウィルス対策

○これからの課題

・ペーパレス化
・オフィスコストの削減
・移動時間の有効活用
・時間外勤務の抑制

次世代
IT

インフラ



◼ ＩＴインフラシステムのイメージ

業務端末/プリンタ/複合機も
無線化

部署代表スマホ

WiFi
テザリング

・各個人にスマホ及びモバイルPCを貸与
・端末・プリンタなど全て無線接続に変更

・情報セキュリティの向上
・全端末からテレビ会議に参加
・場所に囚われない業務の遂行

スマホ モバイルPC

外付けディスプレイ
（デスクワーク社員のみ）

個人貸与

共用機器

社員に
スマホ＋モバイルPC

TV会議イメージ



◼将来の貨物駅構想



構内トラックの無人運転
貨物駅構内のコンテナ移送作業の自動化を検討



フォークリフトの運転操作支援～荷役自動化
フォークリフトへの作業指示（「積載指示」等）の自動化、
駅構内の自動走行や荷役作業のリモートコントロールも検討



駅構内入換機関車の遠隔操縦
機関車の遠隔操縦により効率的な入換作業と安全性
の向上を目指す



◼海外各国での活動状況



平成26年1月～3月 鉄道整備予備調査
（国土交通省調査事業）

平成26年7月～12月 ：ヤンゴン～マンダレー間
の線路改良調査第1期（JICA調査事業）

平成29年5月～12月 ：ヤンゴン～マンダレー間
の線路改良準備調査第2期
（JICA調査事業）

平成29年8月～30年3月 ：ティラワ地区の輸送
インフラ整備調査（経産省調査事業）

平成30年4月～ ：ヤンゴン～マンダレー間の
線路改良調査第2期（JICA調査事業）

平成27年6月～12月：鉄道輸送概要調査
（国土交通省調査事業）

平成27年11月～29年3月：
鉄道貨物事業可能性調査（JICAPPP調査事業）

平成29年3月 ： タイ運輸省および国鉄（SRT)に対
し、日タイで合弁企業（SPV)を設立して鉄道貨物
輸送事業を実施することを提案

平成30年8月～：タイ王国における日本の鉄道輸送用
コンテナ需要発掘調査（JETRO調査事業)

平成27年8月～28年3月
カンボジア～タイ国境地域で
の鉄道貨物輸送可能性調査

（経産省調査事業）

平成25年12月～平成26年4月
南北鉄道の活性化調査
（JICA調査事業）

平成31年2月6日時点

平成30年9月～
マレーシア交通事情調査
モーダルシフト推進調査

（国土交通省）

◼ 海外各国での活動状況



平成27年7月：鉄道貨物輸送についての技術セミナー開催（技術支援事業）
平成28年1月～3月： カザフスタン物流調査（国土交通省調査事業）

カザフスタン

平成27年9月～平成29年12月
貨物専用鉄道（DFC)の運営技術支援プロジェクト
（JICAの技術支援事業）

平成30年度（予定）
鉄道安全向上の技術支援プロジェクト
（JICA&国交省で計画中）

平成30年8月～ 日本の技術を導入した完成車輸送に
ついての事業可能性調査（経済産業省調査事業）

インド 平成29年10月・平成30年1月
ブラジルの鉄道会社の実態調査
（一般企業から調査受託）

ブラジル

◼ 海外各国での活動状況



◼開催中のイベントのご紹介





鉄道博物館企画展連動イベント「貨物のま・つ・り」開催

2019年2月9日（土）～2月24日（日）
「EF65形式直流電気機関車特別展示」他各種イベント開催

イベント一覧（★は新規）
【車両の魅力を満喫できるイベント】
１★EF65形式直流電気機関車特別展示
２★コキ50000形式コンテナ車のコンテナ開閉実演
３ DD13形式ディーゼル機関車運転台公開
４ レムフ10000形式冷蔵緩急車の車掌室公開

【貨物のヒミツを“学ぶ”イベント】
５ 学芸員による「カモツのヒ・ミ・ツ」スペシャル

ガイドツアー
６★鉄道博物館所蔵の貨物関連資料ミニ展示
７★西日本豪雨により運転された「迂回貨物列車の

記録」DVD上映
【お子さまにオススメのイベント】
８★公益社団法人鉄道貨物協会のマスコットキャラク

ター「エコレールマークちゃん」登場
９★みんなで学ぼうエコレールマークパズルゲーム
10★貨物駅のお仕事体験と撮影会
11★貨物列車運転士の子供制服記念撮影
12 貨物オリジナル缶バッジ作り体験
13★トミックス鉄道模型で貨物列車運転体験！



京都鉄道博物館で開催されたイベントのご紹介

「西日本豪雨（平成30年7月豪雨）」迂回運転時に活躍した
伯備線等を走行するEF64形式機関車の特別展示を行いました

展示期間：
2019年1月9日（土）～1月27日（日）

場所：
本館1階「車両のしくみ／車両工場」エリア

展示車両：
EF64形式直流電気機関車1両
コキ107形式・コキ104形式コンテナ車1両
各種コンテナ 関西地区のNHKニュースでも

報道していただきました！

★ 館内には鉄道貨物輸送の展示コーナー約200m3もございます！
★ 鉄道貨物輸送の歴史やエコレールマーク商品等が展示されています！



第７０回さっぽろ雪まつりに『貨物列車』大雪像が登場！

2019年2月4日（月）～１１日（金）大通公園8丁目広場
雪像名【届いた当たり前が、届ける喜び。

～今日も走るレッドベア～】





ご清聴ありがとうございました


